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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 * 0 0 2 6 0 0 3 4 4 8 1 2 1 2
7 * 0 2 6 10 2 4 1 2 2 4 1 1 2 0
14 * 4 12 1 2 0 0 3 0 3 3 0 1 0 1
17 0 0 0 1 3 0 0 0 1 2 3 1 0 0 0
30 * 0 5 6 12 5 5 0 2 1 3 0 1 1 2
37 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
38 * 0 0 6 18 3 4 3 4 6 10 4 1 3 1
54 0 0 1 1 2 0 0 0 0 4 4 1 3 0 0
85 0 0 0 0 1 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 1 1 2 4 2 3 4 1 1 2 0 0 0 0
3 0 3 9 8 15 0 0 1 2 2 4 3 2 1 0
5 * 0 1 2 8 2 2 2 1 1 2 2 2 0 1
10 0 0 0 2 7 0 0 4 1 2 3 0 0 0 1
13 * 1 7 1 6 0 0 2 3 3 6 0 1 1 0
18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
23 * 0 0 2 6 2 3 0 4 4 8 0 0 1 1
32 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
34 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
35 * 0 0 0 7 4 6 4 7 7 14 2 0 0 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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大野 巧人 0 5
原田 祥伍 6

0 5

0 - -

福永 雅刀 4 29
阿部 直道

6

中島 海渡 4 21
西岡 信次 5 30

33

平岡 勇人 9 20
服部 祐汰 25 31
岸本 祐也 6
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立命館大学

主審 中川　行臣 副審 宮里　両

勝ち点1
コ ー ト

戦評
【総括】
平成28年度関西学生バスケットボール1部リーグ戦3日目第2試合は両チームともに1勝1敗の京都産業大学と立命
館大学の一戦となった。試合は序盤からタフなゲームとなった。アウトサイドを中心に得点を重ねる京産大に対し、
立命館はフィジカルを活かしたプレイで得点を重ねていく。後半両者一歩も譲らない得点の取り合いになったが、後
半激しいディフェンスで一気に畳み掛けた京産大が徐々に点差を広げていき、勝利を掴みとった。
【第1ピリオド】
互いに堅い守りからゲームが始まる。立命館#13西岡のシュートから拮抗が破られる。#2平岡とともに、得点を重ね
る。対する京産大は、#30大庭の1on1と#14川口の3Pシュートで、対抗する。ディフェンスは両者共にマンツーマンで
相手にプレッシャーを与え、12-14の立命館リードで第1ピリオド終了。
【第2ピリオド】
#38リンダーライアンのゴール下シュートと、#7辻の速攻で京産大が流れを掴みだしたところで、立命館が前半最初
のタイムアウトを取る。その後両者譲らず一進一退の攻防となるが、京産大#14川口の連続3Pシュートで再び流れを
掴みかける。しかし立命館は#35福永を軸に、京産大は#38リンダーライアン、#14川口を軸としたインサイドプレイで
互いに得点を重ねる。差が開かないまま29-27の京産大リードで第2ピリオド終了。
【第3ピリオド】
開始早々京産大#7辻のシュートから後半開始。これを皮切りに立て続けに京産大が得点を重ね、流れを引き寄せ
る。流れを引き戻したい立命館は速いパス回しからの合わせや、相手のターンオーバーからの速攻で徐々に点差を
縮めていく。高さで分がある立命館がリバウンドから確実に得点し、逆転して流れが傾きかけたが、京産大#14川口
の3Pシュートですかさずリードを奪い返す。45-43の京産大リードのまま第3ピリオド終了。
【第4ピリオド】
京産大#30大庭、#38リンダーライアン、#14川口の一年生トリオが流れを作り、53-43の10点差になったところでたま
らず立命館タイムアウト。その後も#7辻を軸とした攻撃的なディフェンスから相手のターンオーバーを誘い、着実に
得点を重ねる。点差を縮めたい立命館は、#3服部の3Pシュート、#23原田のリバウンドからのシュートなどでじわじわ
と反撃し、63-57の6点差で京産大タイムアウト。立命館#2平岡のリバウンドシュートや、#3服部の速攻などで追い上
げをはかったが、京産大の堅固なディフェンスに阻まれ、68-59で京産大が勝利した。
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